
 

 

 

 

 

  

 ２月の全校集会。校長先生が全校児童に話
したことは、閏年(うるう年）。閏年とは、2
月 29 日が存在する年であり、それは 4 年に
一度めぐってきます。 つまり、通常 1 年は
365 日であるのに対し、閏年は 366 日になる
ということです。「２月２９日生まれの人の誕生
日はどうなるのでしょう。２０年たっても５
歳……」というところで、子どもたちがザワ
ザワザワ。しかし、校長先生が年齢の数え方
を伝えると安心したような顔がたくさん見ら
れました。 
さて、南小の各学級が、多くの行事や活動を仲間と一緒に乗り越えて、令和元年度の残りの登校

日が 30 日を切るところまでやってきました。お互いのことをわかり合った各学級で、教員と子どもた
ちが創り上げる授業は、４月とは一味も二味も違ったものになっています。 
 ４年生の社会科では、「特色ある地域と人々のくらし」を学習していました。「長泉町の魅力を高
めるために、どうしたらよいか。」という子どもたちから生まれた学習問題に対して、次々に意見
や疑問が発表されます。「〇〇市は、観光資源に恵まれているのに、なぜ人口が減り続けているの
だろうか。」「〇〇市は、魅力があっても、残念ながら高速道路が通っていません。」「観光(資源)が
他の市町と比べて多いわけではない長泉町が、なぜ人口が増えているのか。」など、町民の方に聞かせた
いような発見や疑問が出ていました。 
 代わって 3 年生の社会科授業です。「火事からくらしを守る」の単元です。大きな火災が起こっ
た時の絵を見ながら、どんな活動が行われているかを発表しています。消防士や警察官の方々の動
きに加え、「ガス会社の人がガスを止めている。」「危険個所に入らないように規制している。」など細
かい点を見つけ、「なるほど！」 「規制しているのは誰だろう？」などの声が上がっていました。 
 どの学年でも、教室で仲間の考えを聞いて、ハッと気づいたり、自分の考えをふり返ったりする
…。そんな教室だから内容の濃い話合い学習が展開されるのです。気心知った仲間で、残り少ない
授業で充実した学びの時間を味わってほしいです。 

 ３日(月)は、新１年生入学説明会がありました。体育館でのイ
ス並べと基本購入品の運搬を６年生が行いました。並べ直しがあ
っても、「えーっ」などの声が一つも上がらず、生き生きと働く６
年生。その６年生が作った会場で、午後に説明会が無事に行われ
ました。その中には、新１年生の姿も…。南小で一緒に活動するこ
とはないけれど、６年生のすがすがしさは、きっと新１年生に引き継がれ
ていくような思いになりました。 

 1 月に凧揚げに取り組んだ１年生。生活科で、今度は「こま回し」です。それぞれが描いた、か
わいいイラストがこまを飾ります。ヒモを蛇のようにグルグルと巻き付け、エイッと回すと、「や
ったあ！」「逆さに回ってる！」「タイヤのように転がっちゃっ
た！」などの歓声がわきました。 明日の金曜日、１,２年
生が、「こまのたけちゃん」を招いて、こま回しを教わり
ます。たけちゃんのすごい技に目を丸くする１年生の可愛
い顔が予想されます。(こまのたけちゃん…全日本こま技選手権 4 連覇。テレビ出演多数。) 

学校ホームページ http://minamisyo.nagaizumi.ed.jp/  
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令和 2 年 2 月 6 日 

      学校教育目標  「夢のある子」 ～めあてをもってがんばる子～  

で

す

が

、

               

て

を

も

っ

て

が

ん

ば

る

子

～

                                    

家庭数配布 


